
氷川神社東遺跡（さいたま市）
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　　このあたり一帯が発掘調査範囲





　　　　　遠方は大宮公園野球場で建設にあたって発掘調査が行われた模様
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　　　　　　楼門から舞殿を見る
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　　　　　　舞殿から拝殿を見る
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　拝殿内を見る











拝殿屋根の後ろに本殿の屋根が見える





　　本殿屋根









　　松尾神社





　　宗像神社





神池には亀がご覧の通り



　　稲荷神社











神楽殿（右）と額殿



氷川神社東遺跡 平安時代 埼玉県さいたま市大宮区所在

氷川神社東遺跡は、標高約14～15ｍを測る大宮台地の東縁に位置する。

平安時代の遺物としては、口琴、銅鈴、小金銅仏、灯明皿など、一般の住居跡では見られない多彩な遺物が出土した。遺構としては、

総柱建物跡4棟、掘立柱建物跡38棟、小鍛冶・鋳造関連遺構5軒、竪穴住居跡36軒を数える。

武蔵一之宮氷川神社の東側に接していることから、氷川神社に付属した寺院説、陰陽師の居宅説、神祇祭祀・仏教的要素・道教的

要素を取り込んだ宗教センター説など、様々な説が提示されている。 「埼玉の古代寺院」より


